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1．問題と目的
　応用行動分析学では、

一
桁の 足 し算 ・引き算を対象

とし、式 と答 えを覚えるCCC 手続きを用い た流暢陸指

導の 実践が行われ、効果が示 されてい る （Codding，
Bums ，＆ Lukito

，
2011）。そ の

一方で、　CCC 手続きを

用い た指導では、直接指導を行わない 教材へ の般化の

困難 さが課題 として挙げられ てい る （真名瀬 ・朝岡 ・

野呂，2014；Poncy，　 Duh   ，　L   ，＆ Key，2010）。そ

こで、本研究では、繰 り上が りの ある足 し算を標的に

10の 合成 （陰山，
2012）を用い た計算方略に対 して、

指導を行い 、直接計算方略を指導 しない教材の 流暢駐

や計算方略に与える影響を検討するこ とを目的 とした 。

1 ．方法
1．対象児 ：小学校特別支援学級に在籍する5年生の A
児 1名 を対象 とした。研究開始前に実施されたWISC 一

皿 の 結果は、FIQ68、　vlQ76 、　PIQ66で あっ た。

一桁 の

繰 り上が り・繰 り下が りの ない 計算は指を使わずに流

暢に計算できたが、繰 り上が りの ある計算は指を用い

る ・鉛筆で 叩 くなど数え足しを用い て 計算して い た 。

2．期間と指導場所 ：x年の 2月〜4月 で、A児の家庭にお

い て 1週間に1度実施 した 。 1分間の タイ ム トライ ア ル

を1試行 とし、1セ ッ シ ョ ン に3試行を実施 した。

3．教材 ：繰 り上が りの ある足 し算を8種類選定 し、1セ
ッ トとした。計算方略を指導する刺激セ ッ トA と直接

計算方略を指導しない 朿ll激セ ッ トB を用い た 。

4．独立変数 ： プ リン トに よる計算方略の指導とPC を

用い た計算過程 の流暢性指導を独立変数とした 。

5．従属変数 ： 1分間の タイ ム トライ アル にお ける正答

数 と刺激セ ッ トB にお ける念頭操作を用い た割合を従

属変数 とした 。
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6．手続き
　1）べ 一ス ライン （BL） ：数式が書かれ たA4の 用紙

を提示 し、速く間違えない よ うに解くように指示を し、
1分間の タイム トライ ア ル を実施 した 。

フ ィ
ー ドバ ッ

クは実施しなか っ た 。 雌 L始め にプ リン トを用

い て
、
10の合成を用い た計算方略を確認 した 。 その 後、

PCを用い て流暢性指導を行っ た。具体的には、計算過

程を視覚的に示 し、空欄にな っ て い る箇所にで きるだ

け速く口頭で 正 しい 数値を答え る とい うもの で あ っ

た 。 1分間実施 し、終了後解 くこ との で きた問題数を

フ ィ
ー

ドバ ッ ク した。
こ の 介入後、刺激セ ッ トA の 中

か ら3っ の 数式を抽出 し
、

どの よ うに計算を行 うの か

を確認 した 。
正 しく計算方略を答えるこ とが場合に は

言語賞賛 し、誤 っ て い た場合には訂正 した 。 3）ポス ト

テ ス ト ：肌 と同様の セ ッ テ ィ ン グで 実施 した。

皿．結果と考察
　各刺激セ ッ トの 正答数 と刺激セ ッ トB にお ける念頭

操作の 生起率をfig．1に示 す。両刺激セ ッ トの BL におい

て、指 を用い る行動が見られたが、指導後の ポス トテ

ス ト期で は、指を用い る様子は見 られず 、 流暢性の 向

上が見 られた。ま た、刺激セ ッ トB におい て、8試行 目

か ら10の合成を用い た計算過程を口ずさむ様子が見

られた。
　以上 の 結果か ら、CCC 手続きなど自動化を 目指 した

流暢性指導の 他に、計算過程の流暢性改善を 目指 した

流暢性指導を行 うこ との 効果が示 された。 今後は計算
過程に 着 目し た流暢陛指導が有効で あるため の 対象

児の 選定条件を明らか に して い く必要がある。 特に、

計算過程に含まれ る対象児の 要素ス キル の流暢陸に

着 目して い く こ とが必 要だ と考えられる。
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fig．1上 段は 刺激セ ッ トA、中 毀は 刺激セ ットBの 正答数を示して い る。下段は 刺激 セッ トsに 槲 寸る念頭 操作の 生起 率を示して い る
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